
国立大学法人大阪教育大学のご紹介

研究の現場で

ことばを考える

地域と大学と
教育委員会との連携について

学ぶ･育つ･知識の森

大阪教育大学 広報誌

VOL.1 2004. SPRING

●国立大学法人大阪教育大学のご紹介

●研究の現場で

●ことばを考える

●地域と大学と
教育委員会との連携について

学ぶ･育つ･知識の森



2

大
阪
教
育
大
学
は
、
平
成
16
年
4
月
1
日

を
も
っ
て
国
の
行
政
組
織
か
ら
独
立
し
、「
国

立
大
学
法
人
大
阪
教
育
大
学
」
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
新
た
な
法
人
制
度
の
も
と
で
、

本
学
は
、
大
学
と
し
て
の
自
主
性
・
自
律
性

を
高
め
、
個
性
あ
る
大
学
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
長

を
中
心
と
す
る
役
員
会
の
も
と
、
学
外
有
識

者
の
参
画
を
得
な
が
ら
経
営
方
針
を
立
て
、

大
学
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
学
は
、
大
阪
の
地
に
あ
っ
て
、
学
校
教

員
を
中
心
と
す
る
教
育
者
の
育
成
を
主
た
る

目
的
と
す
る
大
学
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
術
と

芸
術
を
幅
広
く
探
求
す
る
大
学
と
し
て
、
数

多
く
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
2
つ
の
使
命
を
担
う
大

学
と
し
て
、
社
会
と
国
民
の
期
待
に
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
世
代

の
学
生
や
様
々
な
地
域
か
ら
の
学
生
を
迎
え

入
れ
、
知
的
刺
激
に
満
ち
た
確
か
な
教
育
を

と
お
し
て
、
自
ら
学
び
自
ら
探
求
で
き
る
能

力
を
備
え
た
人
間
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

研
究
に
あ
っ
て
は
、
学
校
、
市
民
、
地
域
、

産
業
、
海
外
と
の
対
話
と
交
流
を
と
お
し
て
、

広
く
現
代
の
地
球
社
会
の
課
題
に
目
を
向
け

な
が
ら
、
社
会
の
共
感
が
得
ら
れ
る
研
究
成

果
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

21
世
紀
を
迎
え
、
我
が
国
の
社
会
は
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
育
ち
と
学
び
を
支
え
る
教
師
の
力
、
学

校
の
力
の
重
要
性
が
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
潤
い
あ
る
人
間
生
活
、
知
性
や
教
養

の
復
活
は
、
世
代
を
超
え
た
渇
望
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
学
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
目

を
向
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域

の
皆
様
と
そ
の
存
在
を
分
か
ち
合
え
る
大
学

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
様
か
ら
の
新
生
「
国
立
大
学
法

人
大
阪
教
育
大
学
」
へ
の
ご
支
援
と
ご
声
援

を
お
願
い
し
、
大
学
の
新
た
な
門
出
に
あ
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
国
立
大
学
法
人
大
阪
教
育
大
学
」の

発
足
に
あ
た
っ
て

学　長

稲垣　卓
（略歴）1943年生、京都大学理学部卒、京都
大学大学院理学研究科修士課程修了、理学博
士。大阪教育大学・教養学科長、副学長を歴
任。専門は物理学（固体光物性）。

中岡　司
（なかおかつかさ）

京都大学教育学部卒
北九州市企画・学術振興局長
文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長
大阪教育大学事務局長（2003.7～）

理事【総務・企画担当】（事務局長）

栗林澄夫
（くりばやしすみお）

富山大学文理学部卒
大阪大学大学院文学研究科修士課程修了
文学修士、専門は文学（ドイツ文学）
大阪教育大学・副学長（2002.6～）

理事【評価・情報担当】（副学長）

長尾彰夫
（ながおあきお）

大阪教育大学教育学部卒
大阪大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学
文学修士、専門は教育学（教育方法学）
大阪教育大学・副学長（2002.6～）

理事【教務・学生担当】（副学長）

西　育良
（にしやすひろ）

東京大学経済学部卒
監査法人トーマツ代表社員
独立行政法人文化財研究所監事
社団法人大阪府看護協会監事

監事【会計監査担当】（非常勤）

下谷昌久
（しもたにまさひさ）

大阪大学経済学部卒
元大阪ガス株式会社代表取締役・副社長
元株式会社オージス総研代表取締役会長
大阪ガス株式会社顧問

監事【業務監査担当】

福岡美彦
（ふくおかよしひこ）

大阪市立大学文学部卒
元産経新聞社会部記者
元株式会社京都新阪急ホテル代表取締役社長
大阪教育大学運営諮問会議委員（2000.4～2004.3）

理事【財務・経営担当】

学 長 挨 拶

国 立 大 学 法 人 大 阪 教 育 大 学 の 役 員 の ご 紹 介
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【大学の基本的な目標】
大阪教育大学は、教員養成の基幹大学として、我が国の
教育の充実と文化の発展に貢献し、とりわけ教育界にお
ける有為な人材の育成を通して、地域と世界の人々の福
祉に寄与する大学であることを使命とする。

【教育の成果に関する目標】
豊かな感性や人間性、批判的な思考力、高い人権意識、
総合的な判断力を養うとともに、IT活用能力や外国語運用
能力、知的探求の基本的スキルや自己学習の能力を養う。

【大学院学生の受け入れ目標】
強い教職志向を持って専門的な研究意欲を持つ者のほか、
明確な将来目標と旺盛な研究意欲をもって研鑽を求める
学卒者、現職教員、社会人等を積極的に受け入れる。

【運営体制の改善に関する目標】
学長のリーダーシップのもとで自律性の高い大学経営と
学内運営を実現するため、理事の職務分担を明確にし、
機能的で効率性の高い運営体制を整備する。

【専門教育の成果に関する具体的目標の設定】
教員養成教育では、教職教養や教科内容についての専門
的知識の基礎の上に、学校教員として即戦力になり得る
教科指導及び生徒指導の能力、安全意識や危機対応能力、
並びに得意分野の育成を目標とする。

【卒業後の進路等に関する具体的目標の設定】
学生の教職意欲を高めるため、正課や課外における就職
指導を充実し、学校ボランティアや学校サポーターなど、
在学中の学外での学校活動への参加を支援する。

【適切な教職員の配置等に関する具体的方策】
分野ごとの教員配置数を弾力化し、ニーズの高い専門分
野を重点的に強化するなど戦略的な教員配置を行う。

【研究の水準・成果の検証に関する具体的方策】
研究活動に関する自己点検・評価を厳正に行うとともに、
研究活動についての外部評価を実施する。また、教育委
員会、学校関係者、企業関係者等による研究フォーラム
を開催し、研究の水準・成果を検証する機会を設ける。

国立大学法人大阪教育大学では、大学改革の「目標」を設定し、目標達成のための具体的な「計画」を立て、これを着
実に実施することによって、教育研究活動の向上や大学の個性化に取り組むことになります。これらの目標・計画は、
6年間にわたって設定されることから、中期目標・中期計画と呼ばれています。本学では、中期目標・中期計画案を作
成し、新たな大学づくりへの取組みを進めています。

国立大学法人大阪教育大学には、役員として学長、理事4名、監事2名が
置かれます。大学は、学長を中心とする役員会のトップマネージメントに
よって運営されます。経営に関する重要事項は、経営協議会（学外委員6名、
学内委員6名で構成）に、教育研究に関する重要事項は、教育研究評議会
（学内評議員22名で構成）に諮られます。

中期目標のハイライト

●国立大学法人大阪教育大学の運営の仕組み

中期計画のハイライト

役員会�

経営協議会�

学長選考会議�

学　　　　　 長�
�

理 事：教務・学生担当�
理 事：評価・情報担当�
理 事：総務・企画担当�
理 事：財務・経営担当�

教育研究評議会�

監 事：業務監査�
監 事：会計監査�

大学院教育学研究科�
�

教　育　学　部�

教育研究施設� 附属学校園�

●高倉 翔（たかくら しょう）
明海大学長・理事
文部科学省中央教育審議会臨時委員

●高橋 叡子（たかはし えいこ）
大阪国際文化協会理事長
元大阪府教育委員会委員

●俵 正市（たわら しょういち）
俵法律事務所弁護士
社団法人私学経営研究会理事長

●辻井 昭雄（つじい あきお）
近畿日本鉄道株式会社代表取締役会長
関西鉄道協会会長

●野口 克海（のぐち かつみ）
園田学園女子大学教授
元文部省教育課程審議会委員

●馬越 かよ子（まごし かよこ）
元大阪府立大手前高校校長
元大阪府教育センター所長

経営協議会学外委員のご紹介
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精力的な教育研究活動を展開している教授陣の中から、

おふたりの研究室を訪問し、その活動の一端を

わかりやすく語っていただきました。

人
が
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
大
人
も

子
ど
も
も
互
い
に
育
ち
あ
う
こ
と
を
総
称
し
て

道
徳
教
育
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
問
題
行
動
に

対
応
で
き
る
の
か

た
と
え
ば
、
中
学
１
年
生
が
問
題
行
動
を
起

こ
し
た
と
し
て
、
そ
の
子
は
12
年
か
け
て
そ
こ

に
至
っ
た
と
す
れ
ば
、
も
と
の
ゼ
ロ
の
状
態
に

戻
る
た
め
に
は
、
同
じ
12
年
か
か
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ま
あ
、
実
際
に
は
も
っ

道
徳
教
育
は
何
を
す
る
の
か

目
標
は
道
徳
性
の
育
成
で
す
が
、
も
う
少
し

具
体
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
「
社
会
性
（
社
会
適

応
の
能
力
）」
を
、
そ
し
て
「
普
遍
性
（
人
間
と

し
て
の
生
き
方
を
追
求
す
る
能
力
）」を
育
て
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
性
と
普
遍
性

の
両
方
が
そ
ろ
っ
て
、
は
じ
め
て
道
徳
性
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
社
会
を
構
成
す
る
人
間
と

し
て
、
自
分
で
自
分
を
支
え
る
力
」
を
一
人
一

と
短
く
て
す
む
か
と
思
い
ま
す
が
、
で
も
そ
の

程
度
の
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
不

登
校
に
し
て
も
、
あ
る
日
突
然
に
学
校
に
行
け

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
う

い
う
具
体
的
な
行
動
が
起
き
る
以
前
に
、
何
ら

か
の
兆
候
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
突
発
的
な
行

動
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
こ
に
至
る
に
は
や

は
り
道
の
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
す
る
と
、
時
間
の
か
か
る
子
ど
も
の
成

育
の
過
程
に
お
い
て
、
自
分
を
生
か
し
他
者
を

生
か
す
た
め
の
、
自
分
で
自
分
を
支
え
る
力
を

自
分
自
身
が
獲
得
し
て
い
く
営
み
が
重
要
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
の
が
道
徳
教
育
で
す
。

即
効
性
（
す
ぐ
に
子
ど
も
の
行
動
が
改
ま
る
）

を
道
徳
教
育
に
期
待
さ
れ
て
も
つ
ら
い
の
で
す

が
（
全
然
で
き
な
い
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。
人

間
は
一
夜
に
し
て
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す

か
ら
）、
で
も
、
薄
い
１
枚
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ペ

ー
パ
ー
で
も
２
０
０
枚
に
な
る
と
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
厚
み
が
あ
っ
て
簡
単
に
千
切
れ
る
も
の
で

は
な
い
よ
う
に
、
た
と
え
薄
く
見
え
る
営
み
で

も
、
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
唯
一
の
コ
ー
ス

道
徳
教
育
学
コ
ー
ス
は
、
道
徳
教
育
に
関
連

す
る
教
養
を
身
に
つ
け
、
道
徳
教
育
で
卒
業
論

文
を
書
い
て
卒
業
す
る
と
い
う
、
日
本
の
大
学

で
唯
一
の
コ
ー
ス
で
す
（
た
ぶ
ん
間
違
い
な
い

?!
）。
平
成
16
年
３
月
に
、
最
初
の
卒
業
生
（
第

１
期
生
）
が
出
ま
し
た
。
道
徳
授
業
が
き
ち
ん

と
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
教
育
委
員

会
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

採
用
に
も
有
利
か
（
で
も
１
次
試
験
は
自
力
で

合
格
し
な
く
て
は
）!!

優
秀
な
教
員
で
あ
る
た
め
の
資
質
や
指
導
技

術
を
育
て
る
こ
と
が
本
コ
ー
ス
の
目
標
で
す
が
、

教
員
養
成
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
個
人

が
人
間
と
し
て
成
長
・
発
達
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
、
欲
張
り
な
よ
う
で
す

が
、
人
間
形
成
を
同
時
に
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
員
養
成
課
程
学
校
教
育
講
座
教
授

藤
永
芳
純

藤
永
教
授
は
、
一
昨
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
全
国
の

児
童
・
生
徒
全
員
に
配
布
さ
れ
て
い
る『
心
の
ノ
ー
ト
』の
編
集

委
員
を
は
じ
め
、
学
習
指
導
要
領
（
道
徳
）
の
改
訂
委
員
、
大

阪
府
学
校
教
育
審
議
会
委
員
等
の
要
職
を
歴
任
、
道
徳
教
育
の

実
践
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

道
徳
の
教
養
を
身
に
つ
け

人
間
形
成
も
図
り
ま
す
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教
養
学
科
自
然
研
究
講
座
教
授

定
金
晃
三

研究の現場で

観
測
に
良
好
な
環
境

柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス

本
学
の
柏
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
広
い
空
間
に

恵
ま
れ
、
初
夏
に
は
研
究
室
に
ま
で
ホ
ト
ト
ギ

ス
の
声
が
聞
こ
え
る
良
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、

天
文
観
測
に
と
っ
て
も
な
か
な
か
良
い
場
所
で

す
。
１
９
９
４
年
春
に
完
成
し
た
口
径
50
cm
の

反
射
望
遠
鏡
と
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
を
使
え
ば
、
肉

眼
で
見
え
る
一
番
暗
い
星
よ
り
１
万
分
の
１
の

明
る
さ
し
か
な
い
よ
う
な
暗
い
天
体
を
楽
々
と

観
測
で
き
ま
す
。

大
学
構
内
に
い
つ
で
も
自
由
に
使
え
る
望
遠

鏡
が
あ
れ
ば
、
機
動
性
を
活
か
し
て
有
意
義
な

研
究
活
動
が
行
え
ま
す
。
例
え
ば
、
１
９
９
５

年
冬
に
Ｎ
Ｇ
Ｃ
２
９
６
２
と
い
う
銀
河
で
起
き

た
超
新
星（
星
の
一
生
の
最
後
の
瞬
間
に
起
き
る

大
爆
発
）を
、発
見
直
後
か
ら
１
０
０
日
あ
ま
り

の
期
間
、
追
跡
観
測
し
ま
し
た
。
明
る
さ
の
変

化
を
詳
細
に
記
録
し
た
我
々
の
論
文
は
、
ｌ
ａ

型
超
新
星
の
極
大
の
明
る
さ
と
宇
宙
の
距
離
尺

度
の
関
係
を
述
べ
た
論
文
の
中
で
、
代
表
的
な

観
測
例
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
地
球
望
遠
鏡
に
も
参
加

最
近
は
、
時
間
変
動
の
激
し
い
天
体
を
詳
し

く
研
究
す
る
た
め
、
24
時
間
切
れ
目
な
く
明
る

さ
の
変
化
な
ど
を
追
跡
す
る
観
測
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
呼
び
か
け
）
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
経
度
が
異
な
る
場
所
に
あ
る

天
文
台
が
世
界
中
で
協
力
し
、
同
じ
天
体
を
リ

レ
ー
し
な
が
ら
観
測
す
る
仕
組
み
を
作
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、
地
球

全
体
を
一
つ
の
望
遠
鏡
に
見
立
て
る
た
め
、
全

地
球
望
遠
鏡
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
夏
に
は
、
Ｂ
Ｌ

Ｌ
ａ
ｃ
（
と

か
げ
座
Ｂ
Ｌ
）
と
い
う
非
常
に
激
し
い
時
間
変

動
を
示
す
こ
と
で
有
名
な
活
動
銀
河
核
の
観
測

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
10
日
間
の
連
続
観

測
の
成
功
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
20

数
カ
所
の
地
上
望
遠
鏡
と
宇
宙
を
飛
ぶ
Ｘ
線
観

測
衛
星
が
参
加
。
こ
の
不
思
議
な
天
体
の
謎
の

解
明
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
測
を
経
験
し
た
学
生
の
中
か

ら
、
大
学
院
に
進
学
後
、
博
士
の
学
位
を
取
得

し
、
プ
ロ
の
天
文
学
者
に
な
っ
た
人
が
何
人
も

出
て
い
ま
す
。

教
育
上
大
切
な
観
望
体
験

Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
撮
影
さ
れ
た
天
体

の
画
像
は
、加
工
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
、天
文
教

育
で
使
わ
れ
る
教
材
と
し
て
も
有
効
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。４
回
生
の
卒
業
論
文
と
し
て
銀
河

や
星
雲
の
画
像
集
が
編
集
さ
れ
、ウ
エ
ッ
ブ
上
で

公
開
さ
れ
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
望
遠
鏡
は
研
究
観
測
に
使
わ
れ
る
ば
か

り
で
な
く
、
学
生
実
験
の
一
環
と
し
て
天
体
の

観
望
に
も
供
さ
れ
ま
す
。
接
眼
レ
ン
ズ
を
使
っ

て
季
節
に
応
じ
て
色
々
な
天
体
（
月
・
惑
星
・

星
雲
・
星
団
等
）
を
見
せ
ま
す
が
、
や
は
り
土

星
が
一
番
人
気
な
の
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い

よ
う
で
す
。「
ま
る
で
写
真
が
貼
り
付
け
て
あ
る

み
た
い
」
と
か
、「
土
星
っ
て
本
当
に
あ
る
ん

だ
！
」
初
め
て
直
接
土
星
を
見
た
学
生
は
、

思
わ
ず
そ
ん
な
感
想
を
も
ら
し
ま
す
。
こ
う
い

う
体
験
は
卒
業
後
も
長
く
記
憶
に
残
る
ら
し
く
、

や
は
り
本
物
を
見
る
実
物
体
験
は
教
育
上
大
事

な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
阪
の
空
で
も
星
雲
が
見
え
る
銀
河
も
見
え
る

②銀河NGC891

③ 土星

写真①②③は学内の50cm望遠鏡で
観測・撮影した画像です

①惑星状星雲メシエ27

定
金
教
授
は
、
ハ
ワ
イ
島
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
に
あ
る

す
ば
る
望
遠
鏡
で
使
う
大
型
分
光
器
の
設
計
に
参
画

し
、
現
在
は
、
そ
れ
を
使
っ
て
系
外
銀
河
の
非
常
に

暗
い
星
の
観
測
を
行
う
な
ど
、
精
力
的
な
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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「
良
き
教
師
」と
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
教
育
に
関
わ
る
専
門
的
な
職
業

人
の
立
場
か
ら
し
っ
か
り
と
社
会
を
支

え
る
自
律
的
な
「
大
人
」
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
と
技
能
、
新
時
代
の
知
識
や
技
術
を

修
得
で
き
る
基
礎
的
な
教
養
と
柔
軟
さ
、

問
題
を
解
決
す
る
実
践
力
、
確
実
な
人

間
関
係
を
構
成
す
る
「
人
間
力
」
等
々

を
、
授
業
や
ゼ
ミ
活
動
を
通
し
て
学
生

た
ち
と
一
緒
に
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

に
心
し
て
い
る
。

研
究
室（
方
言
ゼ
ミ
）で
は
、主
に
方
言

や
若
者
こ
と
ば
を
対
象
に
し
て
、
そ
の

生
態
と
は
た
ら
き
を
解
明
す
る
た
め
に

実
証
的
な
研
究
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

学
生
は
、
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
選
び

１
年
間
を
か
け
て
論
文
の
作
成
を
行
う
。

文
献
を
博は

く

捜そ
う

し
、
読
み
込
み
、
自
分
の

課
題
を
研
究
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
。

目
的
に
即
し
た
調
査
方
法
を
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
考
え
る
。
そ
し
て
調
査
を
実

施
し
、
得
ら
れ
た
資
料
を
基
に
考
察
を

加
え
て
論
文
を
仕
上
げ
て
い
く
。

論
文
作
成
へ
の
取
り
組
み
は
、
構
想

力
、
取
材
力
、
論
理
的
な
思
考
、
文
章

力
な
ど
専
門
的
な
職
業
人
と
し
て
求
め

ら
れ
る
総
合
的
な
力
を
鍛
え
て
い
く
。

な
に
よ
り
も
調
査
時
の
人
と
の
邂か

い

逅こ
う

は
、

他
者
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
を
知
り
、

感
謝
の
念
を
身
に
刻
む
。

方
言
ゼ
ミ
で
は
夏
期
休
暇
を
利
用
し

て
、
方
言
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

こ
数
年
は
人
の
性
格
や
行
動
癖
を
表
す

方
言
性
向
語ご

彙い

の
体
系
性
と
地
域
性
の

解
明
を
目
的
に
、
福
井
県
越
前
町
、
岐

阜
県
郡
上
八
幡
町
、
福
井
県
高
浜
町
、

三
重
県
熊
野
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
ま
ず
調
査
の
目
的
と

方
法
の
検
討
、
調
査
票
の
作
成
、
宿
泊

の
手
配
な
ど
の
調
査
の
事
前
準
備
を
周

到
に
行
う
。
調
査
の
場
で
は
教
示
者
を

探
し
て
、
真
摯
に
話
者
の
方
言
を
聴
き

取
る
。
研
究
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
深
夜
に

及
ぶ
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
資
料
を
整

理
し
分
析
を
な
し
て
ま
と
め
、
発
表
す

る
。
彼
ら
は
、
方
言
と
い
う
日
本
語
の

現
実
態
に
出
あ
い
、
言
葉
の
深
さ
と
豊

か
さ
に
直
面
す
る
。
実
地
調
査
を
踏
ま

え
て
議
論
し
結
論
を
導
き
出
し
て
い
く

経
験
は
、
事
実
を
踏
ま
え
た
知
的
な
訓

練
と
な
る
。

方
言
ゼ
ミ
で
は
季
節
の
折
々
に
、
日

本
文
化
の
伝
統
的
な
定
型
詩
で
あ
る
短

歌
を
詠
む
場
を
設
け
て
い
る
。
た
お
や

か
に
繊
細
に
う
つ
ろ
う
心
を
見
つ
め
る

営
み
は
感
性
を
豊
か
に
拓
く
。
こ
こ
に

学
生
の
作
品
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

専
門
的
な
知
識
や
技
能
は
当
然
の
こ

と
と
し
て
、
連
絡
と
報
告
の
徹
底
、
挨

拶
、
言
葉
遣
い
、
礼
儀
な
ど
職
業
人
・

社
会
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
当

た
り
前
に
こ
な
せ
、
己
の
持
ち
場
（
職

場
）
を
守
り
抜
き
伸
長
さ
せ
る
能
力
を

有
す
る
者
を
社
会
に
送
り
出
し
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

教
員
養
成
課
程
国
語
教
育
講
座
教
授

井
上
博
文

を
考
え
る

○
真
っ
さ
ら
の

背
よ
り
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

夢
を
た
く
さ
ん
詰
め
て
お
く
れ

橘（
新
学
期
）

○
這
い
で
て

鳴
け
ど
わ
め
け
ど
日
は
暮
れ
る

七
日
ば
か
り
か
は
か
な
き
運
命

菅
原（
蝉
時
雨
）

○
待
ち
切
れ
ず

は
し
ゃ
ぐ
子
供
ら
見
送
っ
て

い
な
ら
ぶ
机
し
ば
し
の
お
休
み

久
保
田（
夏
休
み
）

め
ざ
す
こ
と

日
本
語
諸
方
言
の
臨
地
調
査

方
言
ゼ
ミ
歌
壇

職
場（
持
ち
場
）を
守
る
人
材

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
の
作
成

日
本
語
諸
方
言
や
若
者
言
葉
に
つ
い
て
意
味
論
・
語
彙

論
の
観
点
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て

い
る
方
言
（
現
代
語
）
ゼ
ミ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

井
上
教
授
は
、
現
在
、
学
校
現
場
と
連
携
し
て
、
子
ど
も

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
方
法
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

方
言
ゼ
ミ
と
い
う
世
界
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地域と大学と

大
学
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
研
究
・
教
育
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
で
あ
ろ
う

と
す
る
試
み
が
最
近
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

大
阪
教
育
大
学
も
、
そ
の
例
に
も
れ
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
と
の
連
携
に

よ
る
活
動
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

大
阪
府
教
育
委
員
会
は
平
成
15
年
か
ら
「
ま
な

び
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
い
う
、
教
育
現
場

に
大
学
生
を
派
遣
す
る
事
業
を
企
画
し
て
、
大
阪

府
内
の
大
学
に
協
力
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
大
阪

教
育
大
学
は
こ
れ
を
受
け
、「
学
校
サ
ポ
ー
ト
活
動
」

と
し
て
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
は
学
生
が
教
育
実
習
だ
け
で
な
く
、
教
育

現
場
を
経
験
す
る
こ
と
が
教
員
養
成
と
し
て
意
味

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
参
加
希
望
者
は

6
0
0
名
を
は
る
か
に
超
え
て
、
さ
す
が
に
教
員

を
目
指
し
て
い
る
学
生
な
ら
で
は
の
こ
と
と
感
じ

ま
し
た
。
学
生
は
、
派
遣
を
希
望
す
る
大
阪
府
下

の
小
・
中
学
校
と
自
ら
交
渉
し
、
条
件
が
一
致
し

た
場
合
は
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

授
業
に
入
っ
て
教
師
の
補
助
を
す
る
と
い
う
も
の

が
多
い
の
で
す
が
、
中
に
は
放
課
後
の
諸
活
動
も

あ
り
ま
す
。

本
学
第
二
部
で
は
、
こ
れ
よ
り
以
前
か
ら
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」と
し
て
大
阪
市
内
の
小
・

中
学
校
へ
学
生
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
市
教
育
委
員
会
は
平
成
15
年
12
月
に
「
教

育
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
企
画
、
分
科
会
の
助
言

者
に
大
阪
教
育
大
学
の
教
官
が
協
力
し
ま
し
た
。

大
阪
市
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
の
特

色
あ
る
教
育
実
践
の
試
み
に
大
阪
教
育
大
学
の
教

官
が
参
加
し
、
助
言
し
、
と
も
に
教
育
に
つ
い
て

検
討
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

こ
の
活
動
は
文
部
科
学
省
に
よ
る
調
査
研
究
事

業
で
す
が
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
が
実
施
の
委
嘱

を
受
け
て
大
学
と
教
育
現
場
と
の
連
携
の
仲
立
ち

を
し
て
い
ま
す
。「
放
課
後
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
」
と

は
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
に
放
課
後
の
学
習
相

談
を
は
じ
め
と
し
た
指
導
を
す
る
も
の
で
、
教
員

志
望
者
（
教
員
養
成
大
学
の
学
生
）
を
学
習
チ
ュ

ー
タ
ー
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
調
査
研
究
事

業
で
す
の
で
、
大
学
は
学
生
だ
け
で
な
く
教
官
も

派
遣
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
の

一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
に
貢
献
で

き
る
大
学
と
し
て
の
工
夫
が
一
層
な
さ
れ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
員
は
、「
子
ど
も
が
大
好
き
」
で
あ
る
こ
と
が

大
前
提
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
優
れ
た

教
育
実
践
が
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教

員
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
成
長
に
心
を
傾

け
、
そ
の
発
達
過
程
に
お
い
て
発
信
す
る
様
々
な

シ
グ
ナ
ル
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
受
け
止
め
指

導
で
き
る
深
い
教
育
的
愛
情
と
専
門
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
者
と
し
て
の
揺
る
ぎ
な

い
情
熱
を
も
っ
て
、
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
子
ど

も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
、

問
題
を
解
決
し
て
い
く
実
践
力
を
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
実
践
力
は
一
朝
一
夕

に
は
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
実
際
の
教
育
現

場
で
の
日
々
の
実
践
の
中
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
教
員
を

め
ざ
す
学
生
に
は
、
学
生
時
代
に
で
き
る
だ
け
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、
学
校
の
取
組
み
に
も
触
れ

な
が
ら
、
自
ら
「
教
員
に
な
る
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
、
問
題
意
識
を
高
め
、
教
員
と
し
て
の
資

質
を
培
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
員
の
仕
事
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
活

躍
し
輝
け
る
舞
台
を
演
出
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

役
割
を
担
う
教
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

大
阪
教
育
大
学
と
も
連
携
を
重
ね
な
が
ら
、
私
も

教
育
長
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
正
面
か
ら
向
き

合
う
教
員
、
教
育
に
つ
い
て
自
分
の
言
葉
で
熱
く

語
れ
る
教
員
を
教
育
現
場
へ
送
り
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

地域と大学と

大
阪
府
教
育
委
員
会
教
育
長

竹
内
　
脩

●
大
阪
教
育
大
学
に
期
待
す
る
こ
と

大
阪
府
教
育
委
員
会
が
求
め
る
教
員
像

大
学
と
地
域
社
会

学
校
サ
ポ
ー
ト
活
動

大
阪
市
教
育
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

放
課
後
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー

お
わ
り
に

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
　
教
授

安
福
純
子

教育委員会との連携
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「
生
き
る
力
」を

子
ど
も
た
ち
に

い
ま
だ
バ
ブ
ル
の
後
遺
症
に
追
わ
れ
て
い
る

わ
が
国
の
経
済
、
進
む
国
際
化
や
情
報
化
な
ど
、

今
後
も
激
し
い
変
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
お
い
て
は
、
教
育
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。学
校
卒
業
後
も
、生
涯
を
通
じ
て
、
い

つ
ま
で
も
学
び
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
、
全
国
の
学
校
が
、
学
校
週
５
日
制
の
も

と
、
ゆ
と
り
と
と
も
に
特
色
あ
る
教
育
を
展
開

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
自
ら
学
び
自
ら
考

え
る
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
工
夫
に

努
め
て
い
ま
す
。
確
か
な
学
力
＝「
生
き
る
力
」

の
評
価
は
、
当
然
こ
れ
ま
で
と
は
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
習
状
況
や

課
題
が
明
確
に
わ
か
る
絶
対
評
価
で
は
、
教
師

は
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
を
よ
く
見
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
基
準
や
方
法
を
き
ち
ん
と
整

理
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
生
き
る
力
」

は
、
こ
れ
か
ら
教
壇
に
立
と
う
と
い
う
人
々
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

香芝市立香芝東中学校 校長

福本 知則
［昭和49年・大学院修士課程修了］

一
番
伝
え
た
い
こ
と
は

達
成
感
で
す

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
来
る
の
は
１
年
間
で

２
０
０
日
程
度
で
す
。
教
師
は
学
校
生
活
で
子

ど
も
と
の
１
分
１
秒
を
惜
し
ん
で
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
私
が
子

ど
も
た
ち
に
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
「
や
れ
ば

で
き
る
」
と
い
う
達
成
感
で
す
。
毎
日
の
授
業

の
中
で
失
敗
も
ふ
く
め
て
教
師
自
身
が
挑
戦
し

て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
ど
ん
な
言
葉
よ
り

も
子
ど
も
に
勇
気
と
自
信
を
与
え
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
教
師
自
身
が
何
か
を
一
生

懸
命
や
っ
て
き
た
経
験
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
自
身
、
大
学
時
代
に
ク
ラ
ブ
活
動

に
打
ち
込
ん
で
き
た
こ
と
が
、
現
在
教
師
を
し

て
い
く
上
で
ず
い
ぶ
ん
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

大
学
は
自
分
さ
え
そ
の
気
に
な
れ
ば
ど
ん
な
こ

と
に
で
も
挑
戦
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
学
時

代
に
こ
そ
、
徹
底
的
に
何
か
を
つ
き
つ
め
て
や

る
こ
と
で
失
敗
や
挫
折
と
と
も
に
や
り
と
げ
た

と
き
の
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

羽曳野市立高鷲南小学校 教諭

上本 浩
［平成10年・小学校教員養成課程（第二部）卒業］

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

教
師
と
な
る
糧

大
学
生
に
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
理
想
の
講
義
と

違
う
も
の
が
あ
り
、
講
義
に
嫌
気
が
さ
し
た
こ

と
。
教
育
実
習
を
経
て
教
師
に
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
こ
と
。
大
学
で
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
が
具
体
化
で
き
た
こ
と
。
ゼ
ミ

の
仲
間
と
教
育
に
つ
い
て
語
ら
い
、
考
え
る
幅

を
広
げ
ら
れ
た
こ
と
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
、

学
生
か
ら
一
社
会
人
と
な
っ
て
社
会
性
を
養
え

た
こ
と
。
大
学
ま
で
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

友
人
た
ち
と
遊
ん
だ
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

通
じ
て
、
私
は
教
師
に
な
る
た
め
の
力
量
を
培

え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
教
育
大
学
で
す
。

だ
か
ら
、
他
の
大
学
に
な
い
独
自
性
が
今
以
上

に
欲
し
い
も
の
で
す
。
教
育
現
場
に
行
く
機
会

を
も
っ
と
増
や
し
た
り
、
一
部
の
講
義
を
少
人

数
講
義
と
し
て
、
教
授
│
学
生
間
の
会
話
を
増

や
す
な
ど
、
教
育
大
学
な
ら
で
は
の
大
学
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大阪府公立中学校教員内定

水野 敦夫
［平成16年・小学校教員養成課程卒業］

格
好
悪
い
こ
と
は

格
好
良
い
？

あ
る
企
業
で
採
用
担
当
を
し
て
い
た
友
人
が

言
い
ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事
が
し
た
い
と
思
え

る
か
否
か
？
が
採
用
の
究
極
の
基
準
で
あ
る
と
。

結
局
、
大
切
な
の
は
個
性
と
そ
れ
に
基
づ
く
人

間
的
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

学
生
時
代
に
少
々
問
題
の
あ
る
同
級
生
が
授

業
中
に
ふ
ざ
け
た
真
似
を
し
ま
し
た
。定
年
近
い

老
教
師
は
正
々
堂
々
と
一
喝
し
ま
し
た
。
彼
の

真
摯
な
態
度
に
我
々
は
迫
力
を
感
じ
、
そ
し
て

私
は
大
切
な
何
か
を
学
び
ま
し
た
。

大
学
は
転
機
に
あ
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

価
値
あ
る
も
の
の
本
質
が
簡
単
に
変
わ
っ
た
り

し
な
い
は
ず
だ
か
ら
、
流
行
や
思
い
つ
き
に
左

右
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
母
校
で
学
ぶ
後
輩
に
は
自
分
自
身

の
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、
格
好
を
つ
け
る
の
で

は
な
く
格
好
悪
く
格
好
良
く
い
て
欲
し
い
と
願

い
ま
す
。
私
も
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
格
好
良

く
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

九州大学大学院数理学研究院・助教授

植田 好道
［平成6年卒業・教養学科数理科学専攻］

卒業生からの
メッセージ

失敗も挫折も大切 教師にできること

本質は変わらない もっと独自性を！

期待していること



よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
期
待

大
阪
教
育
大
学
が
大
学
制
度
創
設
以
来
の
大
改
革
で
国
立
大
学
法

人
化
さ
れ
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
地
元
市
と
致
し
ま
し
て
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
平
成
11
年
４
月
の
閣
議
決
定

以
後
、
満
５
年
を
経
て
独
立
行
政
法
人
と
し
て
出
発
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
法
人
化
に
伴
い
私
も
大
阪
教
育
大
学
の
運
営
諮
問

会
議
の
一
員
と
し
て
議
論
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
一
定

の
答
申
の
と
り
ま
と
め
を
致
し
ま
し
た
が
、
法
人
化
に
伴
う
運
営
に

つ
い
て
の
厳
し
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に
新
し
い
発
想
を
取
り
入
れ
、

新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
独
立
法
人
と
し
て
公
務
員
的
な
発
想
か
ら
民
間
の
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
よ
り
一
層
地
域
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
地
元
自
治
体
と
協
調
し
特
色
あ
る
大
学
づ
く
り

に
励
む
べ
き
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
教
育
大
学
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
教
授
の
方
々
は
勿
論
の
こ

と
学
生
の
皆
様
方
に
も
柏
原
市
の
諸
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ

の
成
果
が
左
記
の
通
り
具
体
的
に
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
産
官
学
」の
取
組
み

●
バ
ー
チ
ャ
ル
産
業
団
地
／
商
工
会
と
連
携
し
市
内
の
産
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
紹
介

●
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
／
教
育
大
教
授
を
会
長
に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
構
想
を
作
成

●
キ
ッ
ズ
マ
ー
ト
／
小
学
生
の
商
業
体
験

●
ふ
る
さ
と
柏
原
健
康
ウ
ォ
ー
ク
／
ぶ
ど
う
狩
り
、農
業
体
験
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
河
内
音
頭
で
健
康
づ
く
り
／
教
育
大
教
授
と
市
民
グ
ル
ー
プ
の
共
同
研
究

●
音
楽
を
通
じ
て
の
福
祉
、教
育
関
係
と
の
交
流
／
福
祉
施
設
、小
学
校
な
ど

●
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
／
市
民
１
５
０
人
・
教
育
大
生
１
５
０
人
・
大
学
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
70
人

●
早
朝
太
極
拳
講
座
／
毎
年
７
ヶ
月
間
開
催

●
市
民
大
学
講
座
／
一
般
・
女
性
・
老
人
対
象
の
３
講
座
を
毎
年
開
催

9

各界からの

メッセージ

大
阪
府
柏
原
市
長

山
西
敏
一

「
良
い
教
師
を
つ
く
る
」こ
と
が
使
命

子
供
た
ち
の
「
学
力
」「
考
え
る
力
」「
学
ぶ
意
欲
」
の
低
下
は
、

国
際
社
会
に
お
け
る
将
来
の
日
本
の
姿
に
大
き
な
課
題
を
投
げ
か
け

て
い
ま
す
。
今
、
産
業
界
は
、
若
年
人
材
の
育
成
や
日
本
産
業
の
国

際
競
争
力
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
状
に
つ
い
て
強
い
危
機
感
を
抱
い

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
立
て
直
す
の
は
、
や
は
り
「
教
育
」
を
お

い
て
外
に
な
く
、
教
育
の
在
り
方
や
教
師
に
対
す
る
社
会
の
各
方
面

か
ら
の
要
望
や
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
教
育
の
全
体
は
教
師
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
の
示
す
通
り
、
大

阪
教
育
大
学
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
良
い
教
師
を
つ

く
り
、
世
に
出
す
」
こ
と
に
尽
き
る
と
考
え
ま
す
。
大
学
法
人
化
に

あ
た
っ
て
は
、
改
め
て
そ
れ
を
大
学
経
営
の
基
本
理
念
と
し
て
位
置

付
け
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
者
は
「
会
社
に
と
っ
て
の
お
客
さ

ま
は
誰
か
」「
市
場
の
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
」「
自
社
製
品
の
良

さ
は
何
か
」と
い
っ
た
こ
と
を
常
に
考
え
、将
来
に
向
か
っ
て
、日
々
、

判
断
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
翻
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
こ
れ
か
ら

の
大
阪
教
育
大
学
に
あ
て
は
め
れ
ば
、「
大
学
を
選
ぶ
学
生
を
、
卒
業

生
を
選
ぶ
学
校
現
場
を
、
法
人
存
立
の
基
盤
で
あ
る
顧
客
と
し
て
ど

れ
ほ
ど
意
識
し
て
い
る
か
」
「
教
育
現
場
で
今
何
が
起
こ
っ
て
い
る

か
を
知
っ
て
い
る
か
」
「
良
い
教
師
と
は
何
か
。
大
阪
教
育
大
学
出

身
の
教
師
の
強
み
は
何
か
」
と
い
っ
た
こ
と
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
阪
教
育
大
学
に
は
、
こ
の
度
の
法
人
化
と
社
会
全
体
の
教
育
に

対
す
る
か
つ
て
な
い
関
心
の
高
ま
り
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、「
良
い
教

師
づ
く
り
」
の
実
績
を
上
げ
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
新
し
い
広
報
誌
「
天
遊
」
が
社
会
に
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
大
き
な
発
信
力
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
会
頭

（
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）

野
村
明
雄

想
像
す
る
と
、
楽
し
く
な
る

大
阪
教
育
大
学
の
重
要
な
使
命
は
、
教
育
養
成
の
基
幹
大
学
と
し

て
、
教
育
界
に
お
け
る
有
為
な
人
材
（
有
為
・
ゆ
う
い
＝
才
能
が
あ

り
、
役
に
立
つ
こ
と
。
才
能
が
あ
っ
て
将
来
大
き
い
仕
事
を
す
る
見

込
が
あ
る
こ
と
）
を
輩
出
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
に
成
功
す
る
基
盤
的
条
件
は
、
有
為
な
青
年
が
競
っ
て

大
阪
教
育
大
学
に
入
学
し
て
く
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
入
学

者
選
抜
の
方
法
論
の
域
を
越
え
て
、
大
学
人
は
そ
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
や
高
校
生
が
、
①
あ
の
時
の
担
任
の
先
生
は
本
当
に
素
敵

だ
っ
た
。
大
阪
教
育
大
学
出
身
だ
と
い
う
か
ら
、
私
も
絶
対
大
阪
教

育
大
学
に
進
学
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
頑
張
る
ぞ
。
②
大
阪
教
育
大

学
の
A
先
生
の
著
書
を
読
ん
で
（
あ
る
い
は
講
演
を
聞
い
て
）
衝
撃

を
受
け
た
。
何
が
な
ん
で
も
大
阪
教
育
大
学
に
合
格
し
て
A
先
生
の

ゼ
ミ
に
入
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
一
所
懸
命
勉
強
す
る
ぞ
。
…
と

い
う
よ
う
な
事
実
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
無
数
に
起
こ
る
と
よ
い
な
と

思
い
ま
す
。

こ
の
間
私
は
、
大
阪
教
育
大
学
の
場
合
は
委
員
長
と
し
て
、
東
京

学
芸
大
学
で
は
副
委
員
長
と
し
て
、
大
学
の
運
営
諮
問
会
議
に
か
か

わ
っ
て
き
ま
し
た
。役
目
を
き
ち
ん
と
果
た
せ
た
か
ど
う
か
は
心
も
と

な
い
の
で
す
が
、
法
人
化
を
契
機
に
大
阪
教
育
大
学
が
ま
す
ま
す
そ

の
輝
き
を
増
す
こ
と
を
祈
念
し
、
洋
洋
た
る
前
途
を
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

前
大
阪
教
育
大
学
運
営
諮
問
会
議
委
員
長

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

浦
野
東
洋
一

私たちが大阪教育大学に
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本
校
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
明
治
33

年
4
月
、
大
阪
市
天
王
寺
に
開
校
の
大
阪

府
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
で
1

0
3
歳
に
な
る
わ
け
で
す
。
現
在
の
大
阪

市
平
野
に
移
転
し
た
の
は
昭
和
2
年
の
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
七
十
有
余
年
に
わ

た
り
こ
の
地
で
教
育
研
究
活
動
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

本
校
で
は
「
一
人
で
考
え
、
人
と
考
え
、

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子
」
を
そ
の
教
育
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
21
世
紀
は
「
知
価
社

会
」
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
た
く
さ
ん
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
ら
の
知
識

を
主
体
的
、
効
果
的
に
利
用
し
て
自
分
で

問
題
を
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
く
力
こ
そ

が
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
「
生
き
た
知
力
や
知
価
」
を
身
に
つ
け

た
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い
と
い
う
願

い
が
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
知
力
は
、
身
の

回
り
の
多
く
の
人
や
社
会
と
の
相
互
作
用

を
通
し
て
獲
得
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
こ
で
本
校
で
は
早
く
か
ら
、
歴
史
あ
る

平
野
の
町
並
み
を
生
か
し
た
「
総
合
的
な

学
習
」
の
教
材
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

と
も
す
る
と
地
域
と
の
接
点
を
失
い
が
ち

な
附
属
校
が
、
地
域
住
民
の
方
々
に
自
然

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
多
く
の
地
域
の

方
々
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
参
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
成
果
の
一
部
は
、
現
在
府
下
の
多
く

の
小
学
校
に
本
校
の
教
員
を
通
し
て
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
P
T
A
活
動
を
従
来
の
「
奉
仕

型
」
か
ら
「
参
加
型
」
へ
と
変
化
さ
せ
て

い
く
中
で
、
保
護
者
の
方
々
に
よ
る
授
業

へ
の
日
常
的
な
参
加
推
進
や
、
学
習
支
援

の
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
作
り
等
も
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
実
現
の
具
体
的
な
手
が
か
り
に
な
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
生
き
た
知
力
や
知
価
」を
身
に
つ
け
た

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す

附
属
平
野
小
学
校
長

林
龍
平

附 属 学 校 紹 介

大
阪
教
育
大
学

附

属

平

野

小

学

校

確かな成長を支える学校づくり

本校の教育方針の特徴的なものとして「確かな成長を支える学
校づくり」ということがあります。これは、子どもの健やかな成
長を支える全ての人が、目指す目標を共通理解し、互いの願いや
思いを共有し、目標に進んでいこうとする学校づくりのことです。
この目標の達成のために、教職員間は、言うに及ばず、保護者
や地域の学校関係者に対して情報の共有を図っています。これに
よって学校の教育は、より充実し、保護者は、安心して子どもの
成長を見守ることができると考えています。情報の共有は、学校
通信、学年通信、PTA広報誌、学校広報誌、HP等の媒体や学年、
学級集会等での話し合いによって行っています。
特に教職員間では、校内のLAN上でグループウエアを使って、
教育活動の知的な創造活動を支援しています。機能としては、文
書のほか画像や音声などあらゆるファイルの共有、電子掲示板、
スケジュール共有などがあります。平成15年度から本格的に導入
しましたが、教職員が伝達事項や各種書類の送付に使ったり、教
材のファイリングやデータベース化等に取り組んだりして効果を
あげています。

大阪内環状線�
大阪羽曳野線�

国道479号線�

喜連瓜破駅�

附属平野小学校�

附属平野中学校�
附属高等学校平野校舎�
附属幼稚園�

附属養護学校�

地下鉄�
谷町線�

阪
神
高
速
14
号
松
原
線�

平
野
駅�

総合的な学習

副校長萩原 憲二教務主任外山 善正
附属平野小学校の総合的な学習は、旧大学跡地を利用した学校
ビオトープから始まります。広大な敷地には、池やせせらぎ、草
むら、イモ畑、水田などが広がり、子どもたちはそこで生き物を
とったり、花をつんだり、作物を育てたりして、学校の自然環境
に主体的にかかわる活動を行っています。
また、商店街にキッズマートを出店したり、様々な福祉施設で
ボランティア体験をしたりするなど、学校のある平野地域の多様
な人とかかわる活動を行っています。さらに、TV会議システムを
使ったオーストラリア・マニングハム小学校との国際交流は、今
年で7年目を迎えました。
本校の子どもたちは、学校から離れた地域から通学する子が多
く、友だちや地域、自然とのかかわりが不足しがちです。ですか
ら、本校の総合的な学習では、地域の多様な人や自然と何度もか
かわり、よりよいかかわり方を求めて考えを深めていく子どもを
育成しようとしています。

注)このページの記事は平成15年度に作成しました。
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シモンエス アロウド シウヴァさん（ブラジル出身）
大学院芸術専攻　修士課程修了留学生の眼

推薦図書

近頃の陰惨な少年事件は、日本
人全体の心がすさんできている反
映かもしれません。穏やかな日本
の心とはどんなものか…。思い出
したい方にお薦めしたいのがこの
本です。
明治末に生まれた金子みすゞは、
昭和初期までの26年の短い生涯の
中で、「童謡詩」という独特の表現で、日本人の優しく美しい
心を謳

うた

いあげました。童謡ですから子どもにでもすぐに分か
る内容です。理屈っぽいところは微

み

塵
じん

もありません。ところ
が、読んでいくと、いわゆる“みすゞワールド”という不思
議な世界に自然と入っていくのです。それは私たちが気ぜわ
しい現代生活でとっくに忘れてしまっている、なんともいえ
ない心地よい世界です。その中では、あらゆる生き物がお互
いに尊敬しあって活き活きと生きています。

任田康夫（教養学科自然研究講座教授）

金子みすゞ童謡集
ハルキ文庫　定価580円＋税

●帰国か、残るかで迷った入学前

私は平成９年に来日しました。しかし、はっきり言っておくと、

日本での留学に対して強い思いを抱いていたわけではありません。

ブラジルで地元の大学の英語専攻に入学し、イギリスへの留学を

夢見ました。第２外国語として日本語科目を選んだ故に、奨学金

の試験のことを知るようになって受験してみました。合格すると

は思ってもいなかったのですが、受かってしまいました。

日本で美術の勉強を試みた私は、最初の１年間は日本語の勉強

に専念しました。ところが、教室外はほとんど日本語を使わず、

上達はあまりできませんでした。帰国するか、我慢するか。大学

に進むことを、つまり我慢の道を選んだことは、今振り返ってみ

ると一番良い選択だったと思っています。

●日本を知った大学時代が私の誇り

大阪教育大学に入学するまで、私は日本の文化にふれたことが

ほとんどありませんでした。例外は大相撲だけでした。しかし、

大学に入学してすぐに、クラスメートに声をかけられ、初めて日

本人の友だちをつくりました。友だちや指導教官に授業選択を助

けてもらって、大学生活を順調にスタートしました。まだ言葉の

壁が高かったので、大学でも日本語の授業に励みました。けれど

も今回は机上の日本語だけでなく、大学社会に参加した私は放課

後の生活の中でも日本語を使うようになって、友だちから多く学

んでいきました。

大学生活といえば、大学祭やクラブなどは大きな存在といえま

す。１回生のとき、大教大の五月祭に芸術専攻の同級生とゲイBar

を開いて、とても楽しく騒ぎました。ブラジルには大学祭がない

ため、私はだれよりも楽しめたと思っています。クラブにも入り、

漫画を描きながら、サッカーをしながら、そしてバイクのツーリ

ングをしながら友だちを増やし、日本のことを知るようになって、

日本と恋に落ちました。

そういった楽しい環境の中で、勉強もよくできて学部・大学院

の６年間はあっという間に過ぎてしまいました。

日本に来たことは一切後悔していません。実際誇りに思ってい

ます。明日はどんな日になるか私は知りませんが、どこにいても

私は大学時代を人に誇り、日本を称賛するでしょう。

キャンパス散歩

大学に入って消えた言葉の壁。大いに
学び、遊ぶことができた6年間でした。

留学生の眼

推薦図書 キャンパス散歩キャンパス散歩

SIMOES, HAROLDO SILVA

本学には大阪市内の天王寺キャンパスと山の上の柏原キャ
ンパスがあります。柏原キャンパス周辺には残念ながら、学生
街はありませんが、他にないエスカレーターや階段は本学ら
しさといえるでしょう。近くにお住まいの方でしょうか、ウォ
ーキング・スタイルでの散歩を眼にすることもあります。少し
ばかり長い階段は格好の運動にもなるのでしょうね。登り終
えると、澄んだ空気の中に鳥のさえずりが聞こえますし、春先
には山菜もそこここに。豊かな季節感を自然と感じてしまう
本学キャンパスです。
この階段が、380段である
とも385段であるともいわれ
ます。さて、本当は何段な
のでしょうか。日本の大学
では最も長いエスカレータ
ーの横にある本学の階段。
エスカレーターも階段も、
自然豊かな本学キャンパス
への入り口です。お好きな
方をお試しください。
ちなみに、本学の標高は
海抜135.29mです。
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本誌にご意見をお寄せください

ホームページ http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/

大阪教育大学 大学院

サテライトキャンパス
社会の様々な分野で活躍
される方々に、科学・文
化・芸術に関する多様な
アプローチを提供します。

http://www.bur.osaka-kyoiku.ac.jp/s/

本誌『天遊』は今後の誌面づくりに皆様のご意見を積極的に
取り入れていきたいと考えています。ご感想やご意見、本学
についてお知りになりたいことなどをお聞かせください。

●宛先 〒582-8582 大阪府柏原市旭ヶ丘4-698-1
国立大学法人大阪教育大学総務部企画広報課
TEL.0729-78-3344 FAX.0729-78-3225
E-mail  kikaku@bur.osaka-kyoiku.ac.jp
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アロマフリー型大豆油インキを使用�
しています。�

古紙配合率100％再生紙を�
使用しています。�

講習料や実施日程などの詳細は，次のホームページアドレス等で随時お知らせしますので、あらためて御確認ください。http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/̃llc/
【問い合わせ先】大阪教育大学生涯学習教育研究センター（TEL 06-6775-6654）

4月19日～
4月30日

●授業公開「中国語」

講座名対
象 実施期間 時間帯 募集

人員
開　講
キャンパス 募集時期

4/13～1/25
（毎週火曜日） 17:45～19:15 10 天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

柏　原

柏　原

柏　原

柏　原

柏　原

柏　原

柏　原

柏　原

柏　原

天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

天王寺

柏　原

天王寺

天王寺

天王寺

柏　原

3月17日～
3月28日

4月12日～
4月23日

4月16日～
4月30日

4月19日～
4月30日

6月14日～
6月25日

6月16日～
6月27日

7月5日～
7月16日

7月12日～
7月23日

7月19日～
7月30日

●授業公開「中国語実用会話」 4/13～1/25
（毎週火曜日） 19:30～21:00 10

●授業公開「ドイツ、旅のことば」 4/13～6/29
（毎週火曜日） 19:30～21:00 15

●書（春） 4/15～7/22
（毎週木曜日） 18:30～20:00 15

●音楽実技公開講座
管楽器（フルート・トランペット）を学ぶ人のための

5/22(土)、23(日)
6/26(土)、27(日) 10:00～16:00 10

●授業公開「造形（デッサン・水彩）」 4/13～7/27
（毎週火曜日） 17:45～19:15 15

●楽しいジョギング教室 7/3～9/18の
土曜日(計10回) 17:00～19:00 30

●タイ語・入門 5/15～7/17
（毎週土曜日） 16:00～19:15 20

●美術（陶芸入門） 5/22～1/29の
土曜日(計15回) 10:30～12:30 15

●市民のためのパソコン教室　基礎編Ａ 5/15、22(土)

9:30～12:00 30
●市民のためのパソコン教室　基礎編Ｂ 5/29、6/5(土)

●市民のためのパソコン教室　基礎編Ｃ 6/12、19(土)

●市民のためのパソコン教室　基礎編Ｄ 6/26、7/3(土)

●美術（陶芸） 5/22～1/29の
土曜日(計15回) 13:30～15:30 15

●音楽実技公開講座　声楽を学ぶ人のためのＣ 5/22、6/26(土) 10:00～12:30 10

●音楽実技公開講座　声楽を学ぶ人のためのＤ 5/23、6/27(日) 10:00～12:30 10

●音楽実技公開講座
弦楽器を学ぶ人のための

5/22(土)、23(日)
7/3(土)、4(日) 10:00～16:00 20

●書道に親しむ（かな） 8/17～9/21の
毎週火曜日 13:00～16:00 20

9月6日～
9月17日

11月22日～
12月3日

●授業公開（造形〈基礎デザイン〉） 10/2～1/29の
毎週土曜日 17:45～19:15 15

●美術実技　絵画表現の基礎 8/2(月)～6(金) 13:00～16:00 25

●楽しいダイエット教室 7/16～10/9
(計15回) 10:00～17:00 30

●電子工作を楽しもう（ラジオ） 8/4(水)、5(木) 10:00～16:00 10

●パソコンで遊ぼう
自分だけの図柄をＴシャツにプリントしよう 8/9(月) 10:00～17:00 14

●パソコンで遊ぼう
インターネットで情報収集し，
パワーポイントでプレゼンテーションしよう

8/10(火) 10:00～17:00 14

●小学校英語を学ぼう！ 7/26(月)～28(水) 10:30～16:30 20

8月9日～
8月20日●普段着で学ぶニュー・スポーツ教室 9/6～17

(計10回) 18:00～21:00 16

●書（秋） 10/7～2/3の
毎週木曜日 18:30～20:00 15

●音楽実技公開講座
ソルフェージュ・トレーニング

5/22(土)、23(日)
6/26(土)、27(日) 10:00～12:00 10

●タイ語・中級 10/9～12/18の
毎週土曜日 16:00～19:15 20

●能楽を楽しもう 12/23(木・祝)～
12/25(土) 13:30～16:30 40

6月16日～
7月4日

6月21日～
7月2日

●国語の力
授業に生きるコミュニケーション力の育成 7/31(土) 10:30～16:20 20

●小・中学校教員のためのパソコン教室
Excel編 8/26(木)～28(土) 10:00～16:00 30 7月5日～

7月16日

●障害児教育の現状と課題 10/2、16(土) 10:00～16:00 20 9月6日～
9月17日

●音楽実技公開講座
声楽を学ぶ人のためのＡ 5/22、6/26(土) 10:00～16:00 10

●音楽実技公開講座
声楽を学ぶ人のためのＢ 5/23、6/27(日) 10:00～16:00 10

●音楽実技公開講座
ピアノを学ぶ人のためのＡ 5/22、6/26(土) 10:00～16:00 10

●音楽実技公開講座
ピアノを学ぶ人のためのＢ 5/23、6/27(日) 10:00～16:00 10

講座名対
象 実施期間 時間帯 募集

人員
開　講
キャンパス 募集時期

平成16年度公開講座実施予定

2004年
4月

大阪・中
之島に

オープン

全国で唯一、教員養成の夜間学部があることで知られています。第二部
および大学院実践学校教育専攻・大学院健康科学専攻（いずれも夜間）のほ
か生涯学習教育研究センターや放送大学大阪学習センターなどがあり、成
人教育や生涯学習を進めています。各交通機関が集まる天王寺駅から歩い
て５分ほどと近く、交通の便も絶好です。

●キャンパスのご紹介●

天王寺キャンパス 柏原キャンパス

金剛・生駒山系の麓に位置し、美しい自然に恵まれた柏原キャンパス。
ここには、教員養成課程棟、教養学科棟をはじめ、附属図書館、寄宿舎な
ど18の建物が集まっています。スポーツ・カルチャー施設も充実しており、
そんな静かで健全な教育環境のもとで様々な活動を展開しています。


